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衆
議
院
議
員
小
宮
山
泰
子
君
提
出
麻
生
首
相
の
本
年
二
月
以
降
の
外
遊
費
用
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
二
月
の
米
国
訪
問
後
の
麻
生
内
閣
総
理
大
臣
の
外
国
訪
問
に
際
し
、
期
間
、
訪
問
し
た
国
、
目
的
及
び
随

行
し
た
政
府
関
係
者
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
（
一
）
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
四
月
三
日
ま
で
英
国
、
第
二
回
金

融
・
世
界
経
済
に
関
す
る
首
脳
会
合
（
ロ
ン
ド
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
）
、
九
十
二
名
、
（
二
）
平
成
二
十
一
年
四
月
十
日
か
ら
同

月
十
二
日
ま
で
タ
イ
、
日
中
韓
首
脳
会
議
等
、
八
十
六
名
、
（
三
）
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で

中
国
、
日
中
首
脳
会
談
、
五
十
五
名
、
（
四
）
平
成
二
十
一
年
五
月
三
日
か
ら
同
月
六
日
ま
で
チ
ェ
コ
及
び
ド
イ
ツ
、
日
Ｅ

Ｕ
定
期
首
脳
協
議
等
及
び
日
独
首
脳
会
談
、
五
十
八
名
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
一
月
三
十
日
か
ら
二
月
一
日
ま
で
の
ス
イ
ス
訪
問
以
降
の
麻
生
内
閣
総
理
大
臣
の
外
国
訪
問
に
関
す
る
経

費
に
つ
い
て
は
、
（
一
）
平
成
二
十
一
年
一
月
三
十
日
か
ら
二
月
一
日
ま
で
の
ス
イ
ス
訪
問
、
約
一
億
千
万
円
、
（
二
）
平

成
二
十
一
年
二
月
十
八
日
の
ロ
シ
ア
訪
問
、
約
千
九
百
万
円
、
（
三
）
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
三
日
か
ら
同
月
二
十
五
日

ま
で
の
米
国
訪
問
、
約
九
千
二
百
万
円
で
あ
る
。
な
お
、
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
英
国
、
タ
イ
、
中
国
並
び
に
チ
ェ
コ

一



及
び
ド
イ
ツ
へ
の
訪
問
に
要
し
た
経
費
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
が
未
精
算
の
た
め
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。ま

た
、
各
訪
問
に
お
け
る
成
果
に
つ
い
て
は
、
（
一
）
ス
イ
ス
訪
問
に
お
い
て
、
麻
生
内
閣
総
理
大
臣
は
、
世
界
的
な
金

融
・
経
済
危
機
の
中
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
年
次
総
会
（
ダ
ボ
ス
会
議
）
に
出
席
し
、
我
が
国
と
し
て
危
機
に
い
か
に
対

処
し
て
い
く
の
か
等
に
つ
い
て
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
、
（
二
）
ロ
シ
ア
訪
問
に
お
い
て
、
麻
生
内
閣
総
理
大
臣
は
、

サ
ハ
リ
ン
に
お
け
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ラ
ン
ト
稼
働
式
典
に
出
席
し
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
・
ロ
シ
ア
大
統
領
と
日
露
首
脳
会
談
を

行
い
、
同
会
談
で
は
、
平
和
条
約
交
渉
に
つ
い
て
、
こ
の
問
題
を
我
々
の
世
代
で
解
決
す
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
に
達
成
さ
れ

た
諸
合
意
及
び
諸
文
書
に
基
づ
い
て
作
業
を
行
う
こ
と
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
が
指
示
を
出
し
た
「
新
た
な
、
独
創

的
で
、
型
に
は
ま
ら
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
下
で
共
に
作
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と
、
北
方
領
土
の
帰
属
の
問
題
の
最
終
的
な

解
決
に
つ
な
が
る
よ
う
作
業
を
加
速
す
べ
く
追
加
的
な
指
示
を
出
す
こ
と
で
一
致
し
た
ほ
か
、
極
東
・
東
シ
ベ
リ
ア
に
お
け

る
協
力
に
つ
い
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
具
体
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形
成
に
取
り
組
む
こ
と
で
一
致
し
、
こ
れ
ら
が
ロ
シ
ア

と
の
間
で
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
戦
略
的
な
関
係
を
構
築
す
る
上
で
重
要
な
一
歩
と
な
り
、
（
三
）
米
国
訪
問
に
お

い
て
、
麻
生
内
閣
総
理
大
臣
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
訪
問
す
る
最
初
の
外
国
首
脳
と
し
て
、
オ
バ
マ
米
国
大
統
領
と
会
談

二



を
行
い
、
日
米
同
盟
を
一
層
強
化
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
が
直
面
す
る
、
金
融
・
国
際
経
済
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
地
域
情
勢
、
気
候
変
動
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
課
題
に
共
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認

し
、
（
四
）
英
国
訪
問
に
お
い
て
、
麻
生
内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
二
回
金
融
・
世
界
経
済
に
関
す
る
首
脳
会
合
（
ロ
ン
ド
ン

・
サ
ミ
ッ
ト
）
に
出
席
し
、
金
融
・
経
済
危
機
へ
の
対
応
に
関
す
る
我
が
国
の
考
え
方
や
貢
献
策
に
つ
き
発
信
を
行
い
、
ま

た
、
同
会
合
に
お
い
て
、
現
下
の
危
機
を
克
服
す
る
た
め
に
、
各
国
が
最
大
限
の
財
政
・
金
融
上
の
措
置
を
と
る
こ
と
、
金

融
監
督
及
び
規
制
の
強
化
並
び
に
国
際
的
な
金
融
機
関
の
機
能
強
化
、
保
護
主
義
へ
の
対
抗
等
に
つ
き
首
脳
間
で
合
意
す
る

こ
と
が
で
き
、
（
五
）
タ
イ
訪
問
に
お
い
て
、
麻
生
内
閣
総
理
大
臣
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
に
日
中

韓
を
加
え
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
�
首
脳
会
議
及
び
東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議
を
含
む
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
関
連
首
脳
会
議
に
出
席
す
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
タ
イ
政
府
の
決
定
に
よ
り
延
期
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
こ
の
機
会
に
日
中
首
脳
会
談
、
日
韓
首
脳
会
談
及
び

日
中
韓
首
脳
会
議
を
開
催
し
、
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
の
問
題
を
中
心
に
議
論
を
行
い
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和

と
安
全
を
守
る
た
め
に
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
に
お
い
て
北
朝
鮮
に
対
し
て
早
期
に
そ
し
て
最
大
限
に
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
出
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
際
連
合
代
表
部
に
対
し
て
作
業
の
加
速
を
指
示
す
る
こ
と
で
一
致
し
、
（
六
）
中

国
訪
問
に
お
い
て
、
麻
生
内
閣
総
理
大
臣
は
、
胡
錦
濤
国
家
主
席
及
び
温
家
宝
国
務
院
総
理
と
会
談
を
行
い
、
戦
略
的
互
恵

三



関
係
を
具
体
化
す
る
観
点
か
ら
、
特
に
、
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
、
環
境
、
気
候
変
動
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
国
民
交
流
等
の
各
分
野

で
協
力
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
、
ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
問
題
へ
の
対
応
に
当
た
っ
て
の
協
力
を
確
認
し
、

北
朝
鮮
問
題
で
は
、
六
者
会
合
の
再
開
に
向
け
て
引
き
続
き
緊
密
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
（
七
）
チ
ェ
コ
及
び

ド
イ
ツ
訪
問
に
お
い
て
、
麻
生
内
閣
総
理
大
臣
は
、
チ
ェ
コ
、
Ｅ
Ｕ
及
び
ド
イ
ツ
の
首
脳
と
の
間
で
、
世
界
経
済
、
気
候
変

動
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
等
に
お
け
る
協
力
の
重
要
性
を
確
認
し
た
ほ
か
、
東
ア
ジ
ア
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・

パ
キ
ス
タ
ン
等
の
地
域
情
勢
に
関
し
て
有
意
義
な
意
見
交
換
を
実
施
し
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
で
は
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
を

克
服
す
る
日
欧
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
題
す
る
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
金
融
・
経
済
危
機
、
気
候
変
動
、
テ
ロ
と
の
闘
い
、

核
軍
縮
・
不
拡
散
な
ど
の
課
題
の
克
服
、
ま
た
効
果
的
な
国
際
社
会
の
運
営
に
つ
き
連
携
強
化
を
呼
び
掛
け
た
。

三
に
つ
い
て

本
年
七
月
に
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
の
主
要
国
首
脳
会
議
（
ラ
ク
イ
ラ
・
サ
ミ
ッ
ト
）
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
な
会
議
日
程
や
議
題
等
の
詳
細
が
確
定
し
て
い
な
い
現
時
点
に
お
い
て
所
要
経
費
及
び
随
行
す
る
政
府
関
係
者
の
人
数

の
見
込
み
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四


